
 
【県総文祭自然科学部門  第２９回 科学研究発表大会】 

１１月３日（金祝） 鎮西学院大学にて開催されました。  

本校理科部からは、４班が参加し、この１年の研究成果を発表しました。 

～口頭発表の部～ 

生物部門 優良賞  「酵母がもつ抗カビ物質について探る」 福本 美優 

生物部門 優良賞  「大村市街地水路の秘密にせまる！ ～コアマモとタケノコカワニナについて～」  

森口 力、 桃田 晴輝 

化学部門 優良賞  「究極のカルメ焼きを求めて」 吉井 逢陽 

～展示発表の部～ 

 優秀賞 → 九州大会へ！   おめでとうございます！ 

    「ネームペンと小巻テープによる反復上昇運動の解明」 田川 響梧 

  

【 九州大会： 九州高等学校生徒理科研究発表大会 熊本大会】 

 １２月２３日(土) ・ ２４日(日) に、熊本市の崇城大学 薬学部・芸術学部棟を会場に開催されました。

九州・沖縄各県から、 「物理」「化学」「生物」「地学」の口頭発表に各１７チームずつ、「ポスター」での

発表に ３４チームの出場がありました。   

 本校からは、 田川 響梧 さんが ポスター発表部門に出場し、精一杯発表しました。田川さんは、サイ

エンス好きの他校生徒からひっきりなしに飛んでくる質問に対して、誠意をもって楽しく答えていました。 

 結果：  ポスター発表部門 優良賞  を受賞することができました ！ ！  

   

令和５年度 理科部 研究成果発表の場！！ 

県総文祭 科学研究発表大会 

＆ 

九州高等学校生徒理科研究発表大会 

コアマモ班 口頭発表 

ネームペン班 ポスター発表 

動画も活用してわかりやすく 懸命に発表しています 
熊本の皆さん  

お世話になりました ！ 


